（様式１）
愛媛県文化財保護指導員 採用選考申込書

	ふ り が な
氏　　名
	
	生年月日
年　　齢
	年　　月　　日生
歳

	住    所
	〒     -


	電話番号
	(     　)    　-

	文化財の保護に
関する業務への従事経験
	有　・　無

	
	【従事経験が有の場合は、その従事内容】


	令和７年度の
兼業状況
（見込み）
	有　・　無

	
	【兼業見込有の場合は、その内容及び従事時間（週当たり）】


	志望動機
	



（様式１）記入例

愛媛県文化財保護指導員 採用選考申込書

	ふ り が な
氏　　名
	愛媛 (えひめ)　太郎 (たろう)
	生年月日
年　　齢
	昭和３２年８月２２日生
６７歳

	住    所
	〒790-0001
 　愛媛県松山市一番町４－４－２

	電話番号
	( ０８９ ) ９１２ - ○○○○

	文化財の保護に
関する業務への従事経験
	有　・　無

	
	【従事経験が有の場合は、その従事内容】

・○○市文化財保護審議会委員　H29.4.1～R2.3.31（3年間）
・○○県文化財保護指導員　H26.4.1～H29.3.31（3年間）


	[bookmark: _GoBack]令和７年度の
兼業状況
（見込み）
	有　・　無

	
	【兼業見込有の場合は、その内容及び従事時間（週当たり）】

・○○市△△委員会委員　週8時間程度（4時間×2日）
・株式会社□□商会嘱託職員　週18時間程度（6時間×3日）


	志望動機
	　
これまで、〇〇県の文化財保護指導員と〇〇市の文化財保護審議会委員として文化財保護に携わり、貴重な文化財を次の世代に引き継いでいくためには、関係者が一体となって、日頃から適切な保全・管理を推進していく必要があると実感したところです。
募集のあった文化財保護指導員については、定期的な巡視活動等を通じて、文化財の適切な保全・管理に資する重要な役割を担っていると捉えており、これまでの経験を活かして、愛媛に残る歴史的遺産の継承に貢献したいと考え、今回、応募いたしました。



